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京都大学生存圏研究所MUレーダー／赤道大気レーダー共同利用
== 信楽ＭＵ観測所・赤道大気観測所利用研究申請書 ==
	西暦     年   月   日

	研究代表者
所属・職・年齢・性別
	
	氏名
	

	連絡先
	〒
	電話
	

	
	(E-mail:
	
	)
	
	

	研究協力者
氏名(所属・職・年齢・性別)
	

	所内担当教員 職・氏名（研究協力者に研究所内教員を含まない場合）
	

	研究題目
	日本語
	
	A.信楽対流圏・成層圏
B.信楽中間圏・電離圏
C.赤道対流圏・成層圏
D.赤道中間圏・電離圏
E.その他

	
	英語
	
	

	新規 ・ 継続
	継続の場合、開始年：
	複数年申請の場合、終了予定年：

	研究目的（継続の場合は理由も記入のこと）

	

	研究計画（複数年申請の場合は年次計画も記入のこと）

	

	ＭＵレーダー装置

	
	観測モード：
	□対流圏・成層圏標準　□中間圏標準　□電離圏標準　□干渉計

	
	
	□電離圏E領域FAI　□電離圏F領域FAI　□流星　□その他

	
	希望時期：
	
	月頃,    標準観測以外の使用時間：
	
	時間

	赤道大気レーダー装置

	
	観測モード：
	□対流圏・成層圏標準　□電離圏E・F領域FAI標準　□干渉計(FDI)

	
	
	□RASS　□その他

	
	希望時期：
	
	月頃,    標準観測以外の使用時間：
	
	時間

	他の利用設備 (下記以外の設備についても、希望があれば記入のこと)

	
	□信楽アイオノゾンデ　□地上気象観測器　□雨量計　□境界層レーダー　□その他

	備考 (使用時間の根拠、「その他」の場合の具体的な観測モード・利用設備など)

	

	ラジオゾンデ利用者持込個数：
	
	個

	現在までの成果と期待される成果

	

	(継続の場合は発表論文等)

	

	来所計画 (氏名、来所回数、日数など。旅費を希望する場合はその旨記入のこと)

	

	研究費 (本申請課題に関係する研究費(申請中を含む)の名称・課題名、P.I.等を記入のこと)

	


記入欄のサイズ変更は構いませんが、2ページに収めてください。2ページに収まらない場合は別紙を添付してください。
年齢は本年4月1日時点で記載してください。年齢・性別の情報は文部科学省に提出する拠点評価調書等への対応を目的としています。

